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本構想は「超高分解能常時観測を実現する光学アンテナ技術」の獲得を目指すものであり、
分割鏡を用いた大口径光学系の地上実証を通じて、軽量かつ高耐環境性を備えた衛星搭
載用大口径光学アンテナの開発を推進します。軌道上での高精度な調整技術や実サイズ
の機能実証モデルでの光学特性の性能評価技術の確立により、衛星システム技術の向上
のみならず、定点での地球観測や地球環境監視、災害対応といった多様な分野への応用
が期待されます。さらに、設計から運用までを仮想空間で再現するデジタルツイン基盤
の構築により、開発の迅速さや効率化を大幅に改善するとともに、ミッションのリスク
低減や信頼性の向上を図ります。
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▶ 超高分解能常時観測を実現する光学アンテナ技術
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❶	光学アンテナ技術
	 •	�静止軌道上の衛星システムへの搭載を前提とした、軽

量性と耐環境性を合わせ持つ鏡を実現するための材料
技術・製造技術を開発する。

	 •	�静止軌道上において高分解能を実現するための、大口
径光学アンテナの実現方式を研究開発する。

❷	集光系高精度デジタルモデル
	� 光学系の検証に要求される超高精度の解析検証を実現す

るため、光学アンテナ技術（左記）を用いて製造したフ
ルスケールモデルの試験データを反映した忠実度の高い
モデルを構築し、技術成立性を地上において実証する。

出典：内閣府宇宙政策委員会安全保障部会第32回資料　画像はイメージ ※フルスケールモデルとは実際の大きさの機能実証モデルの意味

研究開発構想の詳細はこちらから

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_

anshin/02-02_20231020_mext_1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/02-02_20231020_mext_1.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/02-02_20231020_mext_1.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/02-02_20231020_mext_1.pdf
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本研究開発では、防災・減災等に貢献する常時地球観測システムの実現を目指し、静止軌道で運用する人工衛星に搭載
可能な口径3.6m級の大口径光学アンテナの技術開発を行います。キーとなる技術は人工衛星搭載の光学アンテナに分割
鏡技術を用いることですが、可視光領域では未だに世界で実現されていない技術です。そこで、人工衛星搭載に必須と
なる軽量性と耐環境性を併せ持つ素材を用いた分割主鏡、それを組み込んだ実スケールの光学アンテナを設計し、機能
実証モデルを製造、光学試験（合成開口試験）等を実施し実現可能性を評価します。併せて、試験環境における光学検査
手法や軌道上光学調整技術等の要素技術も実証します。さらに、開発プロセスの効率化等を実現する宇宙機デジタルツ
インの基盤技術を構築します。これらの世界最先端の技術開発を通して、「超高分解能常時観測を実現する光学アンテナ
技術」に関する研究開発構想の実現を目指します。

課題概要

概要図

大口径光学アンテナの研究開発が可能にする未来の宇宙利用
（想像図） 

実スケール機能実証モデルによる合成開口光学試験
（予定図）

宇宙機デジタルツインの軌道上運用イメージ


